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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年10月17日(2019.10.17)

【公開番号】特開2019-146620(P2019-146620A)
【公開日】令和1年9月5日(2019.9.5)
【年通号数】公開・登録公報2019-036
【出願番号】特願2018-31519(P2018-31519)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３１５Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月27日(2019.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技を行うことが可能であり、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であ
って、
　表示手段と、
　前記有利状態に制御可能な有利状態制御手段と、
　遊技媒体が進入可能な可変手段と、を備え、
　前記有利状態制御手段は、有利度合いが異なる複数種類の前記有利状態に制御可能であ
り、
　前記有利状態に制御されることを報知した後に、所定の演出態様により前記有利状態の
種類を報知する再報知演出を実行可能な再報知演出実行手段と、
　前記再報知演出の実行開始後の演出結果が表示される前に、前記再報知演出とは演出態
様が異なり特定の有利状態に制御されることを報知する特別演出を実行可能な特別演出実
行手段と、
　前記特別演出の実行後に、前記再報知演出の実行を示唆する特別画像を表示可能な特別
画像表示手段と、を備え、
　前記表示手段は、前記可変手段に遊技媒体が進入したことに基づいて付与される遊技媒
体数を表示可能である、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
（手段１）本発明による遊技機は、遊技を行うことが可能であり、遊技者にとって有利な
有利状態（例えば、大当り遊技状態）に制御可能な遊技機であって、　表示手段と、有利
状態に制御可能な有利状態制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ１００に
おける第１特別図柄プロセス処理（ステップＳ２５Ａ）のステップＳ１１５Ａ～Ｓ１１８
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Ａを実行する部分、第２特別図柄プロセス処理（ステップＳ２５Ｂ）でステップＳ１１５
Ａ～Ｓ１１８Ａと同様の処理を実行する部分）と、遊技媒体が進入可能な可変手段と、を
備え、有利状態制御手段は、有利度合いが異なる複数種類の有利状態（例えば、６Ｒ通常
大当りや、２Ｒ通常大当り、１６Ｒ確変大当り、２Ｒ確変大当りにもとづく大当り遊技状
態）に制御可能であり、有利状態に制御されることを報知した後に、所定の演出態様によ
り有利状態の種類を報知する再報知演出（例えば、図８－３９（Ｃ）に示す再抽選演出）
を実行可能な再報知演出実行手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０におけるステップ１
３８ＩＷＳ９２９で選択したプロセステーブルに従ってステップ１３８ＩＷＳ９３５およ
びステップＳ１７２を実行する部分）と、再報知演出の実行開始後の演出結果が表示され
る前に、再報知演出とは演出態様が異なり特定の有利状態に制御されることを報知する特
別演出（例えば、図８－３９（Ｄ）および図８－４０（Ｅ）に示すＫＴ突入演出）を実行
可能な特別演出実行手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０におけるステップ１３８ＩＷ
Ｓ９２９で選択したプロセステーブルに従ってステップ１３８ＩＷＳ９３５およびステッ
プＳ１７２を実行する部分）と、特別演出の実行後に、再報知演出の実行を示唆する特別
画像（例えば、図８－４０（Ｆ）に示す再抽選ストック画像１３８ＩＷ００５）を表示可
能な特別画像表示手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０におけるステップ１３８ＩＷＳ
９７０９を実行する部分）と、を備え、前記表示手段は、前記可変手段に遊技媒体が進入
したことに基づいて付与される遊技媒体数を表示可能である、ことを特徴とする。そのよ
うな構成によれば、再報知演出に関して遊技に対する興趣を向上させることができる。
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